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ブログ「今日のたけまさ」日々更新中！ 

たけまさ公一公式ホームページへお越しください 

http://www.takemasa.org 

皆様のご意見・ご要望をお待ちしています 

voice@takemasa.org 
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おかげさまで衆議院議員在職 10 年！ 
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日米の防衛・経済協力を強化（7月 13 日－19 日） 
7月 13日に、ワシントン・ニューヨーク出張の為、現地へ向かいました。

今回は菅政権発足・参議院選挙を経て初めてのわが国政務レベルのワシン

トン訪問であり、菅政権として日米関係を重視している姿勢を米国各方面

に伝え、「新成長戦略」を通じた日米の経済面の協力強化の可能性について

も意見交換しました。 

意見交換の概要は①日米関係②グローバルな課題③日米経済と国際経済

④新成長戦略⑤ODA⑥日米人物・文化交流――などです。国務省スタイン

バーグ副長官他多くの米政府関係者には、日米関係を外交の基軸とし、日

米同盟をより深化させていく考えを伝え、特に、韓国哨戒艦事件を巡る議

長声明を受け、日米が北朝鮮政策で一層緊密な連携を図ること、イラン核

開発問題では、安保理が採択した追加制裁決議を着実に履行することなど

を確認しました。 

また、日米安保条約改定 50周年にあたり、同盟深化のプロセスを着実に
進めること、特に普天間飛行場移設については本年 8 月末の専門家による
検討の完了に向けて協力していくことを確認しました 

特に米経済界関係者をはじめ各方面に「新成長戦略」により日本は 3％
の経済成長と財政健全化を目指すこと、経済連携や投資の呼び込みなどに

取り組むとともに、日米協力の可能性がある高速鉄道・原発などのインフ

ラパッケージ輸出や環境関連技術を武器にした産業戦略「グリーンイノベ

ーション」に取り組むこと等を強調しました。 

日韓 EPA・FTA 交渉再開へ（7月 28 日） 
 7 月 28 日から 29 日に韓国を訪問しました。滞在中にキム・ジョンフン
通商交渉本部長と日韓 EPA・FTA 交渉再開に向けたハイレベルの事前協議

に向けて日韓が引き続き共に努力していくことを確認しました。これは 5
月末の日韓首脳会談で合意した 2004 年から中断している日韓 EPA・FTA
交渉再開に向け事前協議を行うこと、そのために政治レベルなど様々なレ

ベルで協議していくことで一致したことを受けたものです。私は「両国関

係の強化に加え、アジアや世界経済の安定にとっても重要」と強調し、本

部長も交渉再開へ努力していきたいと述べました。 
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第 175 回臨時国会召集（7月 30 日～） 
国会召集日前日に民主党は、参議院選挙を総括する両院議員総会を開き

ました。菅総理大臣は消費税をめぐる自らの発言について「不用意な発言

で大変重い厳しい選挙を強いたことを心からお詫びする」と陳謝。その上

で「9 月の代表選で改めて私自身の行動を含めて判断いただく」と語り、
代表選に立候補する意向を正式に表明しました。 

そして 7 月 30 日の臨時国会は戦後 5 回目のねじれ国会の状態で、衆参
両院で与党が過半数を維持している状況と違い、参議院で野党が多数を占

めている為、参議院で衆議院と異なる議決が起こりやすくなります。 
4日の衆議院本会議では 2つの法案が可決し、5日参議院で可決成立しま

した。社会保険病院の仕組みの 2 年間延長する法案と歳費の日割り計算に
向けた新参議院議員の自主返納を可能とする法案です。 
民主党として今後は、参議院選挙公約の「衆院 80、参院 40 削減」の実

現に向け、年内に与野党合意を得ることと、総予算の組替えで「元気な日

本を復活させる」平成 23年度予算概算要求の作成に努めます。 
 

 民主党埼玉県第１区選出地方議員・公認決定者の紹介 

三神 尊志（市議・見沼区） 

昭和５５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

市民生活委員会 

 

神崎 功（市議・緑区） 

昭和３０年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団団長 

民主党埼玉県連 副代表 

市民生活委員会 

原田 健太（市議・浦和区） 

昭和４２年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

まちづくり委員会 

高野 秀樹（市議・岩槻区） 

昭和３５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

文教委員会 委員長 

予算委員会 

浅野目 義英（県議・浦和区） 
昭和３３年生まれ   

民主党・無所属の会 

警察危機管理委員会 

公社事業対策特別委員会 

武田 和浩（見沼区） 

さいたま市議会議員公認決定者 

昭和 36年生まれ 

民主党埼玉県第１区総支部幹事 


